
栄養課の担当栄養士さんが患者退院後の
食事指導の事前準備中（栄養相談室にて）

　

私
は
Ｉ
ｇ
Ｇ
４
関
連

胆
管
炎
で
、
２
０
１
８

（
平
成
３
０
）年
４
月
、

北
見
赤
十
字
病
院
に
入

院
。
そ
の
時
の
日
記
に

日
々
の
食
事
も
記
述
。

　

食
事
プ
レ
ー
ト
に
そ

れ
ぞ
れ
の
食
器
の
略
図

を
描
き
、
料
理
名
や
材

料
な
ど
を
メ
モ
し
、
味

や
美
味
し
さ
を
記
録
し

た
。
退
院
ま
で
に
Ａ
４

の
日
記
が
十
数
枚
に
な

っ
た
。

　

痛
み
を
堪
え
な
が
ら

の
療
養
で
食
事
は
ほ
っ

と
す
る
一
時
で
、
大
い

に
楽
し
ん
だ
。

　

こ
の
病
院
食
の
司
令

塔
で
あ
る
栄
養
課
が
今

回
の
特
集
で
す
。

　

栄
養
課
は
医
療
技
術

部
に
属
し
、
管
理
栄
養

士
の
井
田
課
長
の
基
で

本
院
の
５
名
と
道
立
北

見
病
院
の
１
名
の
栄
養

士
が
業
務
を
遂
行
し
て

い
る
。

　

患
者
の
皆
さ
ん
（
以

下
患
者
と
表
示
）
の
病

状
に
応
じ
た
食
事
を
立

案
し
、適
切
に
提
供
し
、

治
療
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
、
そ
し
て
医
師
の
指

示
の
基
で
栄
養
計
画
を

立
案
し
、
献
立
の
基
本

的
考
え
を
ま
と
め
る
。

　

詳
し
く
は
、
患
者
の

病
気
や
栄
養
状
態
に
合

わ
せ
て
、
食
事
制
限
の

な
い
一
般
食
や
減
塩

食
、
低
た
ん
ぱ
く
食
な

ど
の
特
別
食
、
術
後
の

食
事
な
ど
を
考
え
る
。

ま
た
季
節
ご
と
の
「
行

事
食
」や
出
産
時
の「
お

祝
い
膳
」
な
ど
の
提
供

も
仕
事
の
一
部
で
す
。

　

病
院
食
は
治
療
と
し

て
の
役
割
だ
け
で
な

く
、
入
院
中
も
食
事
を

楽
し
み
美
味
し
く
食
べ

て
も
ら
う
た
め
に
、
そ

の
ア
イ
デ
ィ
ア
や
調
理

の
工
夫
な
ど
も
大
事
な

仕
事
で
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
基
本

的
考
え
を
的
確
に
外
注

先
の
調
理
部
門
に
伝
達

す
る
。

　

こ
れ
を
受
け
て
調
理

の
現
業
部
門
で
週
間
献

立
が
編
成
さ
れ
、
病
棟

に
掲
示
さ
れ
る
。
そ
し

て
早
朝
か
ら
調
理
や
盛

り
付
け
な
ど
食
事
を
整

え
、
２
３
台
の
適
温
配

膳
車
・
デ
リ
カ
ー
ト
で

日
赤
本
体
や
道
立
北
見

病
院
の
各
病
棟
に
届
け

ら
れ
る
。

　

Ｎ
Ｓ
Ｔ
と
は
、医
師
、

看
護
師
、
薬
剤
師
、
臨

床
検
査
技
師
、
理
学
療

法
士
、
言
語
聴
覚
士
、

管
理
栄
養
士
、
事
務
員

な
ど
で
構
成
さ
れ
た
医

療
チ
ー
ム
で
、
多
職
種

が
協
働
で
患
者
の
栄
養

管
理
を
行
う
こ
と
で

す
。
「Nu

tr
it
io
n 
Su

pp
or
t 
Te
am

」の
略
で
、

栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

病
院
に
は
公
式
な
Ｎ

Ｓ
Ｔ
委
員
会
が
あ
り
副

院
長
が
委
員
長
と
な

り
、
診
療
部
長
外
１
８

名
で
必
要
に
応
じ
て
随

時
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
病
気
や
手
術
の
た

め
に
十
分
な
栄
養
が
摂

れ
な
い
患
者
へ
の
適
切

な
栄
養
補
給
方
法
と
病

気
の
回
復
や
合
併
症
の

予
防
に
有
用
な
栄
養
管

理
な
ど
が
話
し
合
わ
れ

て
い
る
。

　

こ
の
下
部
組
織
が
Ｎ

Ｓ
Ｔ
（
チ
ー
ム
）
で
、

毎
週
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
が
開
催
さ
れ
、
回
診

な
ど
が
行
わ
れ
る
。

　

日
赤
本
院
と
道
立
北

見
病
院
の
栄
養
課
ス
タ

ッ
フ
は
、
入
院
患
者
を

１
０
０
人
ほ
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
受
け
持
っ
て
い

る
。

　

入
院
す
る
と
、
直
ぐ

に
、
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
を

訪
れ
、
患
者
の
食
習
慣

や
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
い
を
行

い
、情
報
が
共
有
さ
れ
、

入
院
中
の
食
事
に
活
か

さ
れ
る
。
ま
た
完
食
し

て
い
る
か
、
食
事
が
ど

の
よ
う
に
食
べ
残
し
て

い
る
か
な
ど
の
情
報
も

電
子
カ
ル
テ
に
記
憶
さ

れ
る
。

　

退
院
時
に
は
、
同
課

の
栄
養
士
が
栄
養
相
談

室
で
献
立
見
本
な
ど
を

示
し
な
が
ら
、
退
院
後

の
食
事
指
導
が
懇
切
丁

寧
に
行
わ
れ
る
。

　

食
事
を
治
療
の
ひ
と

つ
と
考
え
、
病
態
や
治

療
に
よ
る
影
響
に
対
応

可
能
な
二
百
種
類
以
上

の
献
立
を
有
し
、
患
者

に
寄
り
添
い
、
安
心
安

全
な
給
食
提
供
を
め
ざ

し
て
日
々
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
。
感
染
症
へ

の
対
応
を
協
議
し
な
が

ら
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
途

切
れ
る
こ
と
な
く
給
食

提
供
を
し
た
こ
と
。
Ｎ

Ｓ
Ｔ
活
動
。
な
ど
同
院

の
給
食
施
設
が
評
価
さ

れ
、
今
年
４
月
、
オ
ホ

ー
ツ
ク
振
興
局
長
表
彰

（
保
健
衛
生
関
係
功
労

者
）
を
受
け
、
表
彰
状

が
井
田
栄
養
課
長
に
手

渡
さ
れ
た
。



北見赤十字病院 藤井事務副部⻑の音頭で乾杯

お天気に恵まれ、野付牛公園は焼き肉日和

　

２
０
２
４（
令
和
６
）

年
７
月
２
８
日（
日
）、

当
会
が
開
催
窓
口
と
な

り
、
「
第
８
回
北
見
で

の
思
い
出
づ
く
り
の
集

い
」
が
野
付
牛
公
園
で

開
催
。
お
招
き
の
５
名

の
研
修
医
の
皆
さ
ん
と

北
見
看
護
大
の
お
二

人
、
総
勢
２
３
名
が
爽

や
か
な
緑
の
も
と
で
バ

ー
ベ
キ
ュ
を
楽
む
。
今

回
は
、
２
年
次
の
皆
さ

ん
が
北
見
Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
コ

ー
ス
の
受
講
と
重
な

り
、
参
加
は
出
来
な
か

っ
た
が
、
昨
年
の
集
い

を
思
い
出
し
て
研
修
に

励
ん
で
い
る
と
想
像
し

て
い
ま
す
。

　

時
を
２
０
１
４
（
平

成
２
６
）
年
に
戻
す
。

　

慣
れ
な
い
土
地
で
臨

床
研
修
に
励
む
研
修
医

の
皆
さ
ん
に
北
見
市
民

と
し
て
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
、
北
見
で
の
研

修
が
少
し
で
も
楽
し
か

っ
た
と
の
印
象
を
人
生

の
一
コ
マ
に
残
し
て
欲

し
く
、
焼
き
肉
で
の
交

流
を
思
い
立
つ
。

　

当
会
の
会
費
で
の
開

催
は
財
政
的
に
難
し

く
、
知
人
の
紹
介
で
こ

の
年
６
月
、
（
株
）
坂

口
精
肉
店
の
坂
口
政
義

代
表
取
締
役
と
面
談

し
、
当
方
の
企
画
を
説

明
し
協
力
を
お
願
い
す

る
。

　

「
こ
の
よ
う
な
こ
と

は
北
見
市
民
の
誰
か
が

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
、
無
償
で
全
面

的
に
協
力
し
ま
す
、
詳

し
く
は
味
覚
園
栄
町
支

店
と
打
ち
合
わ
せ
を
し

て
下
さ
い
」
と
即
断
し

て
戴
い
た
。
ま
た
オ
ホ

ー
ツ
ク
ビ
ー
ル
（
株
）

の
当
時
の
渡
辺
克
良
専

務
か
ら
も
無
償
で
協
力

す
る
と
の
お
言
葉
を
戴

い
た
。
そ
し
て
、
こ
の

年
８
月
３
１
日（
日
）、

第
一
回
目
の
集
い
が
始

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
集
い
の
第
一
回

目
に
参
加
し
た
研
修
医

の
医
師
が
現
在
、
道
立

北
見
病
院
心
臓
外
科
・

第
一
心
臓
血
管
外
科
副

部
長
で
地
域
医
療
に
向

き
あ
っ
て
い
る
。

　

会
場
の
食
事
は
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
と
パ
イ
ン

の
飾
り
切
り
へ
と
進

み
、
抽
選
会
が
賑
や
か

に
行
わ
れ
、
次
に
参
加

し
た
研
修
医
の
方
々
と

看
護
大
の
お
二
人
が
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
を
一
同

の
前
で
発
表
す
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
と
は
＝
「Im

m
ed
ia
te
 C
ar
di
ac
 L
i

f
e 
Su
pp
or
t

」
の
略
語

で
蘇
生
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

コ
ー
ス
と
云
わ
れ
、
医

師
や
他
の
医
療
関
係
者

の
必
須
の
研
修
で
す
。

　

心
臓
血
管
系
の
緊
急

病
状
で
、
特
に
「
突
然

の
心
停
止
に
対
す
る
最

初
の
１
０
分
間
の
対

応
」
に
チ
ー
ム
で
蘇
生

す
る
事
が
目
標
で
す
。

講
義
は
ほ
と
ん
ど
行
わ

ず
、
実
技
実
習
が
中
心

の
コ
ー
ス
で
す
。

　

受
講
者
は
少
人
数
の

グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
実

際
の
実
習
を
繰
り
返

し
、
蘇
生
の
た
め
に
必

要
な
技
術
や
蘇
生
現
場

で
の
チ
ー
ム
医
療
を
身

に
つ
け
る
。
今
回
、
北

見
日
赤
が
会
場
に
な
り

行
わ
れ
た
。

　

▽
一
年
次
Ｋ
医
師
・

父
が
北
見
日
赤
に
い
た

の
で
、
こ
こ
で
研
修
を

し
て
い
る
、
産
科
が
希

望
で
道
東
、
道
北
で
働

き
た
い
、
食
事
が
美
味

し
か
っ
た
有
難
う
ご⇨



焼き肉コンロ卓「スズラン」の皆さん

焼き肉コンロ卓「ミズバショウ」の皆さん

焼き肉コンロ卓「フクジュソウ」の皆さん

焼き肉コンロ卓「スミレ」の皆さん

研修医の皆さんは金賞外４本をあてる

看
護
大
の
お
二

人
に
は
参
加
賞

総務課のお二人は「職員
お手伝い賞」をゲット

結びは支援する会 表会計監査の音頭で三本締

研
修
医
の
皆
さ
ん
各

々
の
思
い
を
発
表

⇧

ざ
い
ま
す
。

　

▽
一
年
次
Ｓ
医
師
・

大
学
卒
業
ま
で
東
京

で
、
こ
の
４
月
か
ら
北

海
道
で
す
。
こ
の
研
修

を
通
じ
て
、
北
見
市
民

の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立

ち
た
い
。

　

▽
一
年
次
Ｎ
医
師
・

鹿
児
島
が
出
身
、
先
輩

に
勧
め
ら
れ
、
ラ
ク
ビ

ー
を
や
っ
て
い
ま
す
。

２
年
間
で
、
道
内
の
道

の
駅
を
回
り
た
い
、
脳

外
科
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

▽
一
年
次
Ｍ
医
師
・

出
身
は
京
都
で
、
北
大

医
学
部
卒
業
で
す
。
北

海
道
で
医
師
の
道
を
究

め
た
く
思
っ
て
い
ま

す
。

　

▽
一
年
次
Ｗ
医
師
・

岐
阜
の
出
身
で
、
研
修

を
通
じ
て
北
見
日
赤
に

貢
献
し
た
い
。
い
た
れ

り
、
つ
く
せ
り
、
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す

　

▽
看
護
大
３
年
Ｊ
さ

ん
・
出
身
は
苫
小
牧
で

す
。
母
が
助
産
婦
で
高

一
の
時
か
ら
看
護
大
を

目
指
し
て
い
た
。
大
学

院
に
進
み
、
助
産
婦
に

な
り
ま
す
。

　

▽
看
護
大
３
年
Ｈ
さ

ん
・
東
京
出
身
で
す
。

大
学
院
に
進
み
、
助
産

婦
に
な
り
ま
す
。
若
い

母
親
の
サ
ポ
ー
ト
が
出

来
る
助
産
婦
に
な
り
た

い
。

　

皆
さ
ん
、
発
表
、
有

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

結
び
の
三
本
締
め
の

後
、
後
片
付
け
も
無
事

に
終
わ
り
、
楽
し
い
思

い
出
を
心
に
や
ど
し
、

公
園
を
後
に
し
た
。
ご

参
加
戴
い
た
皆
さ
ん
、

協
賛
企
業
の
皆
さ
ん
、

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
、
有
難
う
ご

ざ
い
ま
す
。



殉職救護員慰霊碑

１階 ロビー、アンリー・デ
ュナンと佐野常⺠の胸像

上 

経
営
企
画
課
長
と
課
員
・
下 

油
彩
画
「
ソ
ル
フ
ェ
リ
ー
ノ
の
啓
示
」
の
前
で

　

浜
松
町
大
門
の
ホ
テ

ル
か
ら
数
分
の
処
に
外

観
が
煉
瓦
色
の
落
ち
着

い
た
日
本
赤
十
字
社
本

社
の
社
屋
が
あ
る
。

　

令
和
６
年
６
月
３
日

午
前
、
社
屋
の
門
を
く

ぐ
る
と
、直
ぐ
横
に「
殉

職
救
護
員
慰
霊
碑
」
が

あ
り
、
立
ち
止
ま
り
、

黙
礼
し
て
正
面
玄
関
に

約
束
の
時
間
に
到
着
、

１
階
ロ
ビ
ー
の
受
付
で

来
意
を
告
げ
る
と
、
２

階
応
接
室
に
案
内
さ

れ
、
医
療
事
業
推
進
本

部
・
経
営
企
画
部
・
経

営
企
画
課
長
の
古
源
さ

ん
と
同
課
の
池
澤
さ
ん

と
の
面
談
が
始
ま
る
。

　

機
関
誌
「
オ
ホ
ー
ツ

ク
の
風
」
や
研
修
医
の

先
生
方
と
の
焼
き
肉
で

の
交
流
や
ブ
ラ
ッ
ク
ジ

ャ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

の
資
料
を
示
し
、
当
会

の
活
動
の
あ
ら
ま
し
を

説
明
、
そ
し
て
現
地
で

は
荒
川
院
長
外
多
く
の

皆
さ
ん
に
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
と
の
お
礼
を

申
し
あ
げ
る
。

　

熱
心
に
説
明
に
耳
を

傾
け
た
古
源
課
長
は
、

大
変
有
り
難
い
こ
と
で

感
謝
し
て
い
ま
す
と
丁

重
な
お
言
葉
を
戴
き
、

う
れ
し
さ
が
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
た
。

　

面
談
後
、
同
じ
階
に

展
示
し
て
あ
る
「
ソ
ル

フ
ェ
リ
ー
ノ
の
啓
示
」

を
鑑
賞
し
た
。
こ
の
作

品
は
東
郷
青
児
（
１
９

３
４
（
昭
和
９
）
年
・

没
）
が
現
地
を
訪
れ
、

構
想
を
練
っ
て
描
い
た

１
７
６✕
２
８
６
セ
ン

チ
の
油
彩
カ
ン
バ
ス
で

す
。
や
は
り
、
本
物
は

素
晴
ら
し
い
。

　

お
二
人
の
対
応
に
感

激
し
、
お
礼
を
申
し
あ

げ
、本
社
を
後
に
し
た
。

　

今
回
の
旅
は
こ
の
ほ

か
に
、
Ｋ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
３
３

東
京
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

事
務
局
と
し
て
企
画
を

担
当
、
そ
し
て
上
京
す

る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

網
走
の
向
陽
高
校
を

昭
和
３
３
年
に
卒
業
し

た
在
京
の
同
期
生
３
人

と
の
小
宴
で
し
た
が
、

浜
松
町
の
居
酒
屋
で
懐

か
し
く
大
い
に
、
盛
り

上
が
り
、
夜
の
更
け
る

ま
で
楽
し
ん
だ
。た
だ
、

二
人
の
同
期
生
が
直
前

に
体
調
不
良
で
欠
席
し

た
の
が
残
念
で
あ
る
。

　

ま
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル

で
ジ
ョ
ン
ウ
イ
リ
ア
ム

ズ
の
楽
曲
を
日
本
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽

団
の
演
奏
で
楽
し
み
、

帰
途
、
札
幌
芸
術
の
森

美
術
館
で
遠
藤
彰
子
の

展
覧
会
を
鑑
賞
し
た
。

　

今
年
５
月
８
日
、「
病

院
食
で
健
康
づ
く
り
に

貢
献　

振
興
局
、
北
見

赤
十
字
を
表
彰
」
の
記

事
が
北
海
道
新
聞
に
掲

載
さ
れ
た
。

　

こ
の
事
は
本
紙
の
記

事
に
な
る
と
、
同
院
の

井
田
栄
養
課
長
さ
ん
の

協
力
を
戴
き
、
１
面
で

特
集
を
組
ん
だ
。

　

「
第
８
回
北
見
で
の

思
い
出
づ
く
り
の
集

い
」
は
お
天
気
に
恵
ま

れ
、
令
和
６
年
７
月
２

８
日
（
日
）
、
事
故
も

無
く
無
事
に
終
了
し

た
。
そ
れ
を
２
、
３
面

で
取
り
上
げ
た
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
長
く
続
い

て
い
る
の
で
、
今
回
は

そ
の
始
ま
り
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
た
。
ま
た
毎

年
１
０
万
円
ほ
ど
の
予

算
で
実
施
し
て
い
る

が
、
過
去
に
そ
の
資
金

手
当
て
の
壁
に
阻
ま

れ
、
例
会
が
紛
争
し
、

大
変
な
時
期
も
あ
っ
た

が
、
こ
れ
か
ら
も
、
会

の
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
継

続
す
る
事
を
こ
こ
で
再

確
認
し
た
い
。


